
下水道課管理係　☎0824-73-1175

　下水道事業では、下水道などへの新規の接続が続い
ているため、使用料収入は増加していますが、光熱水費
や薬品費、修繕費などの維持管理費が使用料収入を上
回っており、不足分を一般会計から繰り入れている状況で
す。
　公共下水道と農業集落排水の整備事業がほぼ終了し
ているため、今後、使用料収入の大幅な増加は見込めな
いことから、一般会計からの繰入金はさらに増えていくもの
と予想されます。

　下水道事業は、公共下水道事業・農業集落排水事業の排水管などの整備事業が平成26年度で
ほぼ終了し、現在は、安定的な生活環境と水質保全の維持に努めるために、浄化センターなどの施
設の長寿命化に取り組んでいます。

　供用開始の最も早い下水関係施設は、公共下水道事業では平成６年10月、農業集落排水事業では平成７年４月と共に
20年を経過しています。このため、供用開始の早い施設から順次、施設点検を行った上で長寿命化計画を策定し、計画
的に機械・電気設備を更新することで増加傾向にある修繕費を抑え、施設の更新期間を延長することで更新経費の抑制を
図る事業に取り組んでいます。

　前回ご紹介した上水道の経営改善の取り組みと、今回ご紹介した上記取り組みを進めなが
ら、庄原市の上下水道の企業経営を適正に維持していくために、経営状況を的確に把握し、各
事業のビジョンや計画に基づいたさらなる取り組みの検討を継続して実施し、安定した上下水道
事業サービスが提供できるよう努めていきます。

財政状況から見る今後の展望

第4回 今後の庄原市の下水道

経営改善の取り組み ～安定した下水道事業サービスのために～
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【下水道事業の取り組み】

施設維持管理費と更新経費の縮減を目指します

■下水道事業の使用料収入と維持管理費の推移  
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5.0億円
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4.0億円
H21
※Ｈ26以後の額は、推計によるものです。
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維持管理費

使用料収入

平均600万円/年
増額

平均300万円/年
増額

　第１回と第２回で、庄原市の上下水道の現在の財政状況をお知らせ
し、前回は今後の上水道の展望と経営改善の取り組みについてお知ら
せしました。
　今回は、今後の下水道の展望と経営改善の取り組みについてお知ら
せします。

　「公共下水道」「農業集落排水」
「浄化槽」は、何でも流せるというもの
ではありません。

油は排水管の中で固まるので、管が
詰まる原因となります。残飯や野菜く
ずも詰まりや悪臭の元になります。

ティッシュペーパーや紙おむつなどは水
に溶けません。排水管やポンプを詰ま
らせてしまいます。

タオルや布も詰まりの原因になります。
誤って下水道に流してしまわないよう注
意してください。

守ってください 下水道の使用ルール
下水道を使用するとき
の３つのルール

月に数件の異常が
発生しています！

井戸水など（上水道以外の
水）をご使用の方にお願い

　ティッシュペーパーや紙おむつなどの
水に溶けない紙やタオルなどの布が下
水道に流れ込み、汚水を下流へ送
水するポンプが詰まったり、壊れたり
する事例がたびたび起こっています。
　悪臭の原因のほか、汚水の逆流な
どが起こり、快適な生活に支障が出る
ことになります。これが繰り返され故
障が起きるとポンプや配水管の修理の
費用がかさみ、将来的な負担が増え
る可能性もあります。これは使用する
皆さんがルールを守ることで防ぐことが
できるの
です。

問い合わせ　下水道課管理係　☎0824-73-1175

　公共下水道、農業集落排水、市
町村設置型浄化槽をご利用の方で、
上水道以外の水を使用している場合
には、使用人数で使用料を計算して
います。
　このため、次のような場合には、
使用料の計算方法が変わりますの
で、速やかに届け出をお願いします。

油や残飯は流さないルール1

タオルや布は流さないルール3

水に溶けない紙は流さないルール2 ●使用人数が変わったとき
例）転入、転出、出生、死亡、進学
などで使用人数が増減したとき
●使用している水の種類が
　変わったとき
例）井戸水のみ　
　 → 井戸水と上水道の併用
例）井戸水と上水道の併用
 　→ 上水道のみの使用

都市計画道路 駅前新庄線の改良工事を行います
広島県は、事業認可された都市計画事業（都市計画道路駅
前新庄線）に着手し、次のとおり道路改良が行われます。

都市計画事業とは…都道府県知事などの認可・承認を受けて行われる、都市計画施設（都市計画で定められた道路、公園、下水道など）の整備に関する事業および市街地開発事業。

《問い合わせ》広島県北部建設事務所庄原支所土木課 ☎0824-72-2015／都市整備課都市整備係 ☎0824-73-1151

この事業は法律によって次のような制限があります。
1建築などの制限　
事業の施行の障害となる土地の形質の変更や建築物
を建築しようとするときは県知事の許可が必要です。
2土地や建物の有償譲渡の制限　
事業地内の土地建物などを有償譲渡するときは施行者
（広島県）に届け出なければなりません。

　　　　　 県道中領家庄原線交差点から庄原駅前交差点南
（中本町一丁目、二丁目および東本町一丁目、三丁目地内）
　　　　　 延長=178ｍ　全体幅員W=16ｍ
　　　　　（２車線・両側歩道）
　　　　　 平成27年度～平成33年度
事業認可の図書は下記の場所で縦覧しています
●広島県北部建設事務所庄原支所４階　土木課
●庄原市役所２階　都市整備課
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浄化槽を使用する場合、適正な維持管理のため、毎年定期的な保守点検・清
掃および法定検査が必要です。
法定検査は毎年１回の受検が義務付けられており、広島県では５年間で効率化
検査が４回、ガイドライン検査が１回実施（10人槽以下の場合）されています。本
年度はガイドライン検査の年に当たりますので、忘れずに検査を受けてください。

●ガイドライン検査機関
公益社団法人　広島県環境保全センター
●ガイドライン検査手数料（10人槽以下）
合併処理浄化槽　　７,０００円
単独処理浄化槽　　５,０００円

平成28年度は浄化槽のガイドライン検査の年です！

ポンプに詰まっていた布
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